
1．廃棄物分野 

（１）これまでに環境基本計画に基づいて市が取り組んできた内容 

●ごみ減量・リサイクル懇談会、出前講座など啓発事業の実施 

●使用済み小型家電の常設回収 BOX の設置 

●加東市リサイクルヤードを活用した資源物の収集運搬の効率化 

●再資源化意識の高揚を目的とした粗大ごみ拠点回収等、市民協働事業の実施 

●地域住民、土地管理者、警察、県、市等の連携による不法投棄の防止 

① ごみ総排出量・資源化ごみ量・リサイクル率 

② 公害苦情処理件数 

（２）市民アンケートの結果 

【設 問】あなたは、現在お住まいの周辺環境についてどのようにお感じですか。また、将来望まし

い環境にとってどの程度重要だと思いますか。項目ごとに、あなたのお考えに最も近いものの満足度、

重要度それぞれ１つずつ選んで番号に○印をつけてください。 

【結 果】 

 満足度（499 人） 重要度（499 人） 

ごみ出し

マナーの

良さ 

市民によ

るリサイ

クル活動

の積極性 

ポイ捨て

や不法投

棄のマナ

ー 

【設 問】より良い環境のため、あなたが（あなたの家庭で）日頃から行っている、または、気をつ

けている取組についてそれぞれ１つずつ選んで、該当する番号に○をつけてください。 

資源ごみ

回収やリ

サイクル

活動に努

めている 

廃 食 用

油）は、市

の回収箱

へ持ち込

んでいる 

ごみ総排出量は、2011年以降、

横ばい～微減傾向にありま

す。 

一人一日当たりのごみ排出量

は 2011 年度から 2017 年度ま

での 7 年連続で、県下で一番

少ないまちとなっています。 

資源化ごみ量、リサイクル率

は、減少傾向にあります。要因

としては、雑誌等の紙媒体を

購入する人が減ったことやリ

サイクル業者が設置している

無料回収ボックスの利用が増

えていることが考えられま

す。 
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(件) 公害苦情処理件数

公害に関する苦情件数は、増

加傾向にあります。2018 年度

の内訳をみると、不法投棄 43

件、土地管理 16 件、動物 3件、

騒音 2 件、野焼き 9 件、悪臭

1 件、ごみ屋敷 2 件、その他

20 件となっています。 

満足度は、「ごみ出しのマナーの良さ」が高く、「ポイ捨てや不法投棄のマナー」で低い傾向にあります。 

重要度は、「ポイ捨てや不法投棄のマナー」で高い傾向にあります。 
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（３）小中学生アンケートの結果 

【設 問】家や学校のまわりの環境について、これからどのようなことが大切だと思いますか。①～

⑬の項目すべてについて、それぞれ 1つ選んで、番号に○をつけてください。 

 小学生（208 人） 中学生（392 人） 

⑧ごみ出

し、ポイ

捨てなど

のマナー

のよさ 

【設 問】あなたは日常生活でどんなことに取り組んでいますか。①～⑮の項目すべてについて、そ

れぞれ 1つ選んで、番号に〇をつけてください。 

 小学生（208 人） 中学生（392 人） 

⑦ごみは

分別して

出してい

る 

⑨食べ残

しをしな

いように

している 

（４）事業者アンケートの結果 

【設 問】事業活動におけるごみ問題への関わりについて、おたずねします。当てはまる番号を〇で

囲んでください。（複数選択可） 

（５）委員アンケートの結果 

【設 問】加東市の環境の現状について、良い点、課題となる点は何だと思いますか（複数選択可）

（６）まとめ 

市の統計によると、ごみの総排出量は横ばい傾向となっています。総排出量のうち、資源ごみは減少してお

り、資源ごみ以外が増加しています。 

満足度は、「ごみ出しのマナーの良さ」が高く、「ポイ捨てや不法投棄のマナー」で低い傾向にあり、重要度

は、「ポイ捨てや不法投棄のマナー」で高い傾向にあります。このため、今後、「ポイ捨てや不法投棄のマナ

ー」に対する対策が求められていると考えられます。 

アンケート結果からは、ごみ減量の取組、資源ごみのリサイクル、美化の推進では取組割合が比較的高く、

小中学生にも浸透していることが分かります。一方で、廃食用油や小型家電の回収の取組は進んでいない傾

向がみられました。 

事業者では、ごみの分別は進んでいるが、梱包材の再利用などの廃棄物の排出抑制は進んでいない傾向がみ

られました。 

委員アンケートでは、今後の課題や取組の指摘事項として、リサイクルできるものを交換できる場の設定と

いった意見がみられました。 
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事業活動で、梱包材の再利用など、廃棄物の排出抑

制に配慮している。

事業活動で生じる、ごみの分別を徹底している。

商品や製品などの提供に際して、レジ袋削減の取り

組みや過剰包装の抑制などにより、廃棄物の発生抑

制に取り組んでいる。

ISOやエコアクション21などの環境管理システムを

導入している。

ごみ削減のために①～④以外の活動を行っている。

①～⑤のどれも当てはまらない。

無回答

回答数（82）

31.6%

26.3%

0.0%

0.0%

10.5%

36.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ごみ出しマナーの良さ

リサイクル活動の積極性

ポイ捨てや不法投棄の少なさ

良い点

課題となる点

「ごみ出し、ポイ捨てなどのマナーのよさ」については、小中学生の８割以上が大切と答えています。 

この割合は、「空気のきれいさ」（小学生の 76.4％、中学生の 83.4％）に並んで高い値となっています。 

ごみの分別は、小学生、中学生ともに８割以上が「いつもしている」、「ときどきしている」と回答してい

ます。 

事業活動で生じるゴミ

の分別を徹底している

企業は約 8 割となって

います。 

一方で廃棄物の発生抑

制に取り組んでいる企

業は 2 割以下にとどま

っています。 

課題となる点として、

「ポイ捨てや不法投棄

の少なさ」が 36.8％と

なっています。 
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2．地球環境分野 

（１）これまでに環境基本計画に基づいて市が取り組んできた内容 

【省エネルギー・省資源化の推進】 

●公共施設における環境に配慮した資機材の導

入（電子文書管理システム、電子決裁の導入等）

●公共施設への LED 導入促進 

【新エネルギー導入の推進】 

●公共施設・公有地への太陽光発電設備の導入 

●一般家庭における新エネルギー、省エネ設備の

導入促進 

【地球環境に配慮した交通の推進】 

●公用車の電気自動車（ハイブリッド車含む）の

導入・転換 

●公用車等使用時のエコ運転 

●エコドライブの普及促進 

【グリーン購入等の推進】 

●各種啓発事業の実施や適正な事務事業の実施 

●広報紙等印刷物の作成、各種情報提供時の環境

配慮 

① 公共施設における環境に配慮した資機材設置施設数、電気・ガス等での CO2削減量 

② エコハウス設備設置数 

③ 電気自動車、ハイブリッド車の導入・転換台数 

（２）市民アンケートの結果 

【設 問】あなたは、現在お住まいの周辺環境についてどのようにお感じですか。また、将来望まし

い環境にとってどの程度重要だと思いますか。項目ごとに、あなたのお考えに最も近いものの満足度、

重要度それぞれ１つずつ選んで番号に○印をつけてください。 

【結 果】 

 満足度（499 人） 重要度（499 人） 

電磁波や紫外

線の影響の少

なさ 

地球温暖化に

よる気温上昇

や、異常気象 
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公共施設では環境に配慮した機器の導入が

進んでいます。また、公共施設での CO２の発

生量は 2011 年から 25.1％減少しています。 

エコハウス設備の設置数は増加傾向にあ

り、2011 年から補助金制度を活用して設置

した設備数は 638 件となりました。 
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(％) 公共施設における電気・ガス等の削減量

基準

電気自動車（ハイブリッド車含む）

は 2011 年の 4 台から 10 台に増加

しており、それに伴ってガソリン

の使用量も減少傾向にあります。 

満足度は、「地球温暖化による気温上昇や、異常気象」で低い傾向にあります。 

重要度は、「電磁波や紫外線の影響の少なさ」で比較的低い傾向にあります。 

20.8 23.4 44.5 6.4 

1.8 
3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.8 15.8 36.5 21.0 14.4 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25.1 37.3 24.2 

2.6 0.2 

10.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

36.9 35.9 15.0 

1.2 1.0 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 どちらとも言えない

やや不満 不満 無回答

1.0 0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に重要 重要 どちらとも言えない
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（３）小中学生アンケートの結果 

【設 問】あなたは日常生活でどんなことに取り組んでいますか。①～⑮の項目すべてについて、そ

れぞれ１つ選んで、番号に○をつけてください。 

 小学生（208 人） 中学生（392 人） 

①テレビなど

のスイッチは

こまめに切る

ようにしてい

る 

②暖房や冷房

の温度はひか

えめにしてい

る 

④冷蔵庫の扉

の開け閉めを

少なくしてい

る 

（４）事業者アンケートの結果 

【設 問】事業活動における地球環境問題への関わりについて、おたずねします。当てはまる番号を

〇で囲んでください。（複数選択可） 

（5）委員アンケートの結果 

（６）まとめ 

温暖化による気温上昇や異常気象は、重要度と比較して満足度が低くなっています。 

委員アンケートにおいても、電磁波や紫外線の影響、地球温暖化の影響が課題であるとの指摘があります。 

小中学生アンケートをみると、市内での省エネルギーの取組は進んでおり、小中学生にも浸透していること

が伺えます。 

事業者アンケートでは、省エネルギーやエコカーの導入などが進んでいる一方で、地球環境問題への関りを

持っていないと答える企業が２割以上あり、企業向けの啓発も重要であると考えられます。 

すべての項目において、いつもしている、ときどきしているの割合が８割程度となっています。 

いつもしている割合が高いのは、小学生・中学生ともに「冷蔵庫の開け閉めを少なくしている」となって

います。 

48.6 43.8 4.8 

1.9 1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40.4 37.0 12.5 9.1 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

63.5 28.8 4.3 

2.4 1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

48.2 41.1 6.9 

1.8 2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

46.2 34.9 12.5 

4.1 2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

58.4 28.1 8.4 
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エネルギー使用量の見える化など、省エネル

ギーに取り組んでいる。

地球環境のために、太陽光発電など再生可能

エネルギーの使用を推進している。

省エネルギー診断を実施して、エネルギーの

削減に取り組んでいる。

社用車をガソリン車からハイブリッド車など

のエコカーへの切り替えを進めている。

温室効果ガス排出量の抑制のために①～④以

外の活動を行っている。

①～⑤のどれも当てはまらない。

無回答

回答数（82）
エネルギー使用量の見

える化など、省エネル

ギーに取り組んでいる

企業は 4 割以上となっ

ています。 

社用車をガソリン車か

らエコカーへの切り替

えを進めている企業は

3 割以上となっていま

す。 

課題となる点として

「電磁波や紫外線の影

響」、「地球温暖化によ

る気温上昇や異常気象

の影響」がそれぞれ

15.8％となっていま

す。 

いつもしている ときどきしている

していない わからない、あてはまらない

無回答

5.3%

0.0%

15.8%

15.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

電磁波や紫外線の影響

地球温暖化による気温上昇や異常気象の影響

良い点

課題となる点
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3．自然環境分野 

（１）これまでに環境基本計画に基づいて市が取り組んできた内容 

【農地】 

●優良農地の保全、適切な農地の管理、耕作放棄

地の解消 

●農地・水・環境保全向上対策の推進 

●各種営農支援、農業経営の安定、農業の活性化

●地産地消、環境に配慮した農業の推進 

【森林】 

●環境教育をとおした森林保全 

【下水道、水質、水辺】 

●下水道等の適正な管理、施設の充実、水質保全

●環境美化活動、水辺環境改善 

【生物多様性】 

●特定外来生物の駆除活動の推進 

【伝統文化、歴史遺産】 

●伝統文化や歴史的遺産の伝承 

①耕作放棄地面積、環境に配慮した農業の実施面積

②河川の大腸菌群数

（２）市民アンケートの結果 

【設 問】あなたは、現在お住まいの周辺環境についてどのようにお感じですか。また、将来望まし

い環境にとってどの程度重要だと思いますか。項目ごとに、あなたのお考えに最も近いものの満足度、

重要度それぞれ１つずつ選んで番号に○印をつけてください。 

【結 果】 

 満足度（499 人） 重要度（499 人） 

川や水路、た

め池の水のき

れいさ 

水辺や野山に

生息する生物

の豊かさ 

里山、森林の

緑の豊かさ 
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(頭（羽）) 有害鳥獣・特定外来生物の捕獲数

有害鳥獣
特定外来生物

耕作放棄地の面積は、近年、

増加傾向にあります。 

耕作放棄地は景観上の問題

や害虫の発生、鳥獣の隠れ

場となり周辺農地に影響を

与えることがあります。 

獣害防止のための防護柵の整備を進めています。 

有害鳥獣や特定外来生物の捕獲を進めています。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

28.9 48.1 12.6 

0.6 0.2 

9.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.2 26.5 42.3 14.4 

3.8 2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

24.2 39.5 23.4 

2.2 

0.8 

9.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

21.6 41.1 25.9 7.2 

2.4 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

29.1 43.7 15.4 

1.8 0.4 
9.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足度は、「里山、森林の緑の豊かさ」が高く、「川や水路、ため池の水のきれいさ」は低い傾向にあります。 

重要度は、「水辺や野山に生息する生物の豊かさ」が低い傾向にあります。 

2.0

1.2
1.1

0.9

1.1
1.0

1.3
1.4

0.13 0.11 0.07 0.13 0.1 0.14 0.13 0.12

0.66 0.66 0.6 0.65 0.51
0.63 0.63 0.65

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

（mg/ ） 河川のBOD・T-P・T-N測定結果（平均）

BOD T-P T-N
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（３）小中学生アンケートの結果 

【設 問】家や学校のまわりの環境について、これからどのようなことが大切だと思いますか。①～

⑬の項目すべてについて、それぞれ 1つ選んで、番号に○をつけてください。 

 小学生（208 人） 中学生（392 人） 

①空気のきれ

いさ 

③川や池のき

れいさ 

④鳥や昆虫な

どの生きもの

の多さ 

⑤まわりの緑

の多さ 

（４）事業者アンケートの結果 

【設 問】事業活動における自然環境への関わりについて、おたずねします。当てはまる番号を〇で

囲んでください。（複数選択可） 

（５）委員アンケートの結果 

（６）まとめ 

市民アンケートをみると、「川や水路、ため池の水のきれいさ」が重要と答える割合が比較的高くなっていま

す。小学生、中学生アンケートでも、大切と思う項目として、「空気のきれいさ」、「川や池のきれいさ」、「ま

わりの緑の多さ」と答える割合が比較的高い傾向にあります。 

河川の水質調査の結果をみると、河川、ため池ともに全体的にひどい汚れや異臭などは見られず、概ね安定

した状況です。しかしながら、市民アンケートからうかがえる満足度は、「川や水路、ため池の水のきれいさ」

は低い傾向にあります。 

市民アンケートでは、「水辺や野山に生息する生物の豊かさ」の重要度が低い傾向にあります。小中学生アン

ケートでも「鳥や昆虫などの生きものの多さ」を重要と答える割合は比較的低い状況です。 

今後、「河川の美化」、「生物多様性などに関する市民や児童生徒向けの啓発」が重要と考えらえます。 

事業活動における自然環境への関わりがないと答える企業が半数以上あり、企業向けの啓発も重要と考えら

れます。 

防護柵の施工延長を延伸させているものの、鳥獣害被害は深刻です。また、耕作放棄地の増加などへの対応

も課題です。 

76.4 14.4 5.3 

0.5 

0.5 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

71.6 16.8 5.3 

2.4 

1.0 2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

46.2 29.3 13.0 

3.4 

5.3 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

54.8 27.9 9.6 

2.4 1.4 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

83.4 9.2 

3.6 

0.0 

0.8 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

66.1 23.2 5.4 

1.5 

0.8 
3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

43.6 28.1 16.6 5.9 

2.8 3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

61.7 23.5 8.9 

2.0 

0.8 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19.5 

15.9 

13.4 

4.9 

4.9 

56.1 

2.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自然環境の保全を企業の行動指針等に明示し

ている。

社員に自然環境教育を行ったことがある。

事業所で、里山の整備活動や外来種の駆除な

ど自然環境を守る活動に関与したことがある

事業所として、社外で行われる環境学習や河

川の調査などに参加することがある。

自然環境保全のために①～④以外の活動を

行っている。

①～⑤のどれも当てはまらない。

無回答

回答数（82）

21.1%

15.8%

26.3%

15.8%

15.8%

10.5%

15.8%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

水辺環境のきれいさ

生態系の豊かさ

里山、森林の緑の豊

かさ

住宅地の緑の豊かさ

良い点

課題となる点

大切と思う項目として、小学生、中学生ともに「空気のきれいさ」、「川や池のきれいさ」、「まわりの緑の

多さ」と答える割合が高い傾向にあります。 

一方で、「鳥や昆虫などの生きものの多さ」と答える割合は比較的低くなっています。 

自然環境の保全を行動指

針に明示しているとする

事業者は約２割あり、自然

環境を守る活動への関与

も 13.4％があると回答し

ています。 

一方で、「どれにも当ては

まらない」と答える事業者

は 56.1％となっていま

す。 

課題となる点として、「水

辺環境のきれいさ」、「里

山、森林の緑の豊かさ」が

それぞれ 15.8％となって

います。 

- 6 -



4．生活環境分野 

（１）これまでに環境基本計画に基づいて市が取り組んできた内容 

【緑化、街並みづくり】 

●公共施設（公園等）の整備、緑化 

●緑地の保全、身近な緑の保全と創造（グリーンカーテンの設置促進） 

●各種イベント等で花苗の配布 

●各種条例等による規制誘導 

●各種条例等による緑化の推進 

【自転車、徒歩によるまちづくり】 

●歩行者自転車道の整備延長 

●自動車騒音常時監視（面的評価）の実施 

① 都市公園の整備 

② 歩行者自転車道の整備延長 

（２）市民アンケートの結果 

【設 問】あなたは、現在お住まいの周辺環境についてどのようにお感じですか。また、将来望まし

い環境にとってどの程度重要だと思いますか。項目ごとに、あなたのお考えに最も近いものの満足度、

重要度それぞれ１つずつ選んで番号に○印をつけてください。 

【結 果】 

 満足度（499 人） 重要度（499 人） 

身近な広場や

公園の充実度 

自動車による

交通渋滞の少

なさ 

鉄道・バスの

利用しやすさ 

空き地、空き

家の適切な管

理 

（３）小中学生アンケートの結果 

【設 問】家や学校のまわりの環境について、これからどのようなことが大切だと思いますか。①～

⑬の項目すべてについて、それぞれ 1つ選んで、番号に○をつけてください。 

43
44 44

50
49 49 49 49

38

40

42

44

46

48

50

52

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

(か所) 都市公園の整備か所数

15,732 

16,957 
16,760 16,760 16,760 16,760 16,834 16,834 

14,000

15,000

16,000

17,000

18,000

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

(ｍ) 歩行者自転車道の累計整備延長距離

都市公園数は、2011 年度の

43 か所から 2018 年度の 49

か所に増加しています。

2018 年 度 の 総 面 積 は

36.31ha で、市民一人当たり

の都市公園面積は、9.06 ㎡

となっています。 

歩行者自転車道の整備延長

は、2011 年の 15,732ⅿから

16,834ⅿに延伸していま

す。 

満足度は、「自動車による交通渋滞の少なさ」が高く、「鉄道、バスの利用しやすさ」で低い傾向にあります。 

重要度は、全ての項目で高い傾向にありますが、特に「鉄道、バスの利用しやすさ」で高くなっています。 

12.4 27.5 33.1 18.2 6.8 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

17.6 48.3 20.0 

3.2 0.2 

10.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

24.4 30.3 27.9 10.6 

3.8 3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

17.8 45.5 22.4 

2.2 0.8 

11.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.0 

11.8 22.2 23.2 37.1 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

28.1 40.9 16.2 

2.8 1.6 

10.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.6 

13.6 47.1 23.6 10.0 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19.8 45.7 22.2 

0.6 1.2 

10.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 どちらとも言えない

やや不満 不満 無回答

1.0 0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に重要 重要 どちらとも言えない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答
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 小学生（208 人） 中学生（392 人） 

自動車の量や

排気ガスの量

の少なさ 

電車やバスの

便利さ 

歩きやすさ、

自転車の乗り

やすさ 

（４）事業者アンケートの結果 

【設 問】事業活動における生活環境（大気、騒音、振動など）への関わりについて、おたずねしま

す。当てはまる番号を〇で囲んでください。（複数選択可） 

（５）委員アンケートの結果 

（６）まとめ 

市民アンケートをみると、満足度は「鉄道、バスの利用しやすさ」で低い傾向にあり、重要度は、特に「鉄道、

バスの利用しやすさ」で高くなっていることから、この分野での施策が大切と考えられます。 

小中学生アンケートをみると、「自動車の量や排気ガスの量の少なさ」が重要であると答える割合が比較的高

い傾向にあります。 

事業者アンケートをみると、エコドライブの推進や騒音、振動などに配慮した事業活動は進められていますが、

約 3割の企業では事業活動における生活環境の関りがないと答えています。 

「歩きやすさ、自転車の利用しやすさ」は小中学生アンケートをみても重要であると答えた割合が高く、委員

アンケートにおいても課題であると答えた割合が一定数存在することから、歩行者自転車道の整備継続が必要

と考えられます。 

また、野焼き等の煙害や公共交通の不便さ、空き家等の管理状況等も課題として挙げられます。 

「自動車の量や排気ガスの量の少なさ」が小学生・中学生ともに高い傾向にあります。 

全ての項目について、中学生では小学生と比較して重要であると答えている割合が高い傾向にあります。 

45.1 

14.6 

0.0 

37.8 

6.1 

28.0 

3.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

アイドリングストップなど、エコドライブの取り

組みを進めている。

自動車使用時の騒音の低減について、社員教育に

努めている。

自動車以外で来店した顧客に、ポイント加算など

のお得な仕組みをつくっている。

騒音や振動などについて、近隣に配慮した事業活

動を行っている。

生活環境保全のために①～④以外の活動を行って

いる。

①～⑤のどれも当てはまらない。

無回答

回答数（82）

5.3%

15.8%

15.8%

15.8%

5.3%

0.0%

5.3%

21.1%

5.3%

21.1%

0.0%

5.3%

5.3%

5.3%

36.8%

10.5%

15.8%

26.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

野焼き等による煙害の少なさ

住宅地の緑の豊かさ

広場や公園の充実度

騒音・振動・悪臭の少なさ

交通渋滞の少なさ

鉄道・バスの利用しやすさ

街の中の歩きやすさ、自転車の利用しやすさ

近隣住民との交流

空き地や空き家の適切な管理

良い点

課題となる点

68.8 14.4 9.1 

1.4 2.4 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

36.1 29.3 21.2 6.7 

3.4 3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

45.7 29.3 13.5 5.3 

2.9 3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

69.4 18.4 6.1 

1.5 1.0 

3.6 
0% 20% 40% 60% 80% 100%

51.5 26.5 13.5 

3.3 1.8 

3.3 
0% 20% 40% 60% 80% 100%

57.9 23.5 11.5 

2.8 
1.0 

3.3 
0% 20% 40% 60% 80% 100%

課題となる点として、「野焼き

等による煙害の少なさ」、「鉄

道・バスの利用しやすさ」、「空

き地や空き家の適切な管理」

が挙げられています。 

「アイドリングストップな

ど、エコドライブの取り組み

を進めている」企業は 4 割以

上となっています。 

また、「騒音や振動などについ

て、近隣に配慮した事業活動

を行っている」企業は約 4 割

となっています。 

「どれも当てはまらない」と

回答した企業は約 3 割となっ

ています。 

重要 やや重要 どちらとも言えない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答
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5．協働の推進・環境学習分野 

（１）これまでに環境基本計画に基づいて市が取り組んできた内容 

【市民・事業者・行政等の意識醸成・普及啓発の推進】

●環境まちづくり会議の開催 

●環境に関する講演会・イベントの開催 

●環境に関する広報等、情報発信の充実 

●啓発活動、指導助言による生活環境保全 

【環境学習の推進】 

●学校教育における環境教育の充実 

●市による環境出前講座の実施 

●各ライフステージに応じた環境学習の展開 

① 環境まちづくり会議、講演会、イベント等開催数 

② 環境イベント、環境学習等への参加者数 

（２）市民アンケートの結果 

【設 問】あなたは、現在お住まいの周辺環境についてどのようにお感じですか。また、将来望まし

い環境にとってどの程度重要だと思いますか。項目ごとに、あなたのお考えに最も近いものの満足度、

重要度それぞれ１つずつ選んで番号に○印をつけてください。 

【結 果】 

 満足度（499 人） 重要度（499 人） 

環境の状況や

施策に関する

市からの情報

提供 

環境観察や勉

強会など、環

境教育の充実

度 

（３）小中学生アンケートの結果 

【設 問】家や学校のまわりの環境について、これからどのようなことが大切だと思いますか。①～

⑬の項目すべてについて、それぞれ 1つ選んで、番号に○をつけてください。 

 小学生（208 人） 中学生（392 人） 

みんなで協力

して環境を良

くすること 

10,407 

13,848 
14,653 

18,540 
17,623 

16,252 16,396 15,939 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

(人) 環境イベント、環境学習等への参加者数

10

16 17
15

19
23
20

27

0

5

10

15

20

25

30

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

(回) 環境まちづくり会議開催数

9
10 10

12

10

16
15

13

0

5

10

15

20

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

(回) 環境に関する講演会、イベント等開催数

環境まちづくり会議開催回数は 2011 年以降増加傾向にあります。 

環境に関する講演会、イベント等の開催回数は 2016 年までは増加傾向にありましたが、2017 年か

らは減傾向にあります。 

環境イベント、環境学習等の参加者数

は、2014 年までは増加傾向にありまし

たが、以降は減少傾向にあります。 

満足度は、どちらの項目においても低い傾向にあり、「どちらとも言えない」の割合が高い傾向にあります。 

重要度は「環境の状況や施策に関する市からの情報提供」で高い傾向にあります。 

4.6 21.2 53.7 13.0 4.8 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15.4 41.7 28.5 

2.0 1.0 

11.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.4 

13.2 66.9 9.2 

3.2 3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12.0 33.5 39.9 

2.2 1.2 

11.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

80.8 9.1 5.8 

0.5 

1.0 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

71.2 15.3 8.2 

0.8 

1.0 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 どちらとも言えない

やや不満 不満 無回答

1.0 0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に重要 重要 どちらとも言えない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答

重要 やや重要 どちらとも言えない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答
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【設 問】あなたは日常生活でどんなことに取り組んでいますか。①～⑮の項目すべてについて、そ

れぞれ１つ選んで、番号に○をつけてください。 

 小学生（208 人） 中学生（392 人） 

地域の行事や

地域のごみ拾

いに参加して

いる 

家族や友達な

どと環境につ

いて話し合っ

ている 

（４）事業者アンケートの結果 

【設 問】環境学習について、おたずねします。当てはまる番号を〇で囲んでください。 

        （複数選択可） 

（５）委員アンケートの結果 

（６）まとめ 

市の統計によると、環境に関する講演会やイベントの開催回数は減少傾向になっています。また、

環境イベント、環境学習等の参加者数も減少しています。 

アンケート結果からは、美地域の清掃や美化、緑化運動などの市民の取組は進んでおり、小中学生

にも浸透していることが分かります。ただし、小学生の取組意識よりも中学生の取組意識のほうが

低い傾向にあります。 

委員アンケートでも、環境に関する情報提供や、環境教育は充実していないとの指摘があります。

また、地域での清掃活動等への参加者は多いが、環境イベント等の参加者は偏っているとの指摘も

あります。 

事業者アンケートでは、環境学習等を実施していない事業者は約６割となっています。 

委員アンケートにみられる今後の課題や取組の指摘事項として、市民ひとりひとりが環境について

関心を持てるような環境の現状についての周知や、学校教育での環境問題の意識付けなどがありま

す。 

「みんなで環境を良くすること」は、小学生・中学生ともに重要度が高い傾向にあります。 

日常生活で取り組んでいることについて、「地域の行事や地域のごみ拾いに参加している」割合は高く、

「家族や友達などと環境について話し合っている」割合は低い傾向にあります。 

32.7 26.9 22.6 14.4 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25.0 30.4 31.1 11.5 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12.0 23.6 48.1 15.4 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.2 20.2 47.7 19.9 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

22.0 

6.1 

8.5 

7.3 

62.2 

4.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

従業員に対して、積極的に環境学習を実施し

ている。

工場見学などを実施し、市民の環境学習に協

力している。

市役所主催の環境について学ぶ場やイベント

があれば、事業所として参加することがある

環境学習の取り組みとして、①～③以外の活

動を行っている。

①～⑤のどれも当てはまらない。

無回答

回答数（82）

0.0%

0.0%

15.8%

15.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

環境に関する市からの情報提供

環境教育の充実度

良い点

課題となる点

従業員に対して、積極的に

環境学習を実施している

事業者は 2 割以上ありま

す。 

一方で、「どれも当てはま

らない」と答える事業者は

課題となる点として、「環

境に関する市からの情報

提供」、「環境教育の充実

度」がそれぞれ 15.8％とな

っています。 

いつもしている ときどきしている

していない わからない、あてはまらない

無回答
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